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具体的には、世界トップの看守として、世界の看守の25％を占める。

神が、良⼼や仲間たちに関わらず、保安官、警察、⼦供の保護を助けてくださいますように

アメリカでは、法執⾏機関や児童サービスにおける権⼒乱⽤が⽇常的に⾏われており、⼈
格、謙虚さ、優しさ、知恵を取り戻す必要がある。

⽶国に現実的かつ具体的な⾃由を回復するために尽⼒している⽅ へ々

⽶国の受刑者の皆さん、私たちは⾃由の国ではなく、刑務所の国
です。

労働者、裁判官、司法⻑官は、真の誠実さ、バランス、そして奉仕の⼼を持たな
ければなりません。

もしあなたが、貧しい⼈、弱い⼈、冤罪を着せられた⼈ の々権利を回復するために活動し
ているなら、この⽂章と私の愛情をあなたに捧げます。
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2011年に、新しい⼈間のバルトネッラ種が、現在遺伝データバンクに公開されている35
種のバルトネッラ種に追加されました。それは、有能な獣医師研究者エドワード•ブライト
シュヴェルトによって発⾒され、強調されました。彼は、2005年にバルトネッラの本のほと
んどを調べながら、私が考えていたアイデアよりも明確なことを⾔いました。しかし、バル
トネラの検査はひどいもので、治療法は劣悪で、通常は⾚⾎球の外側で発⾒され、バルト
ネラに関する現在の研究は悲観的だということは壊滅的かつ⾮常に有益な明快さであり、
NIHの研究者もいる。それでも⼗分ではないとしても、彼は2011年に「バルトネラは地球
上のどの感染症よりも多くのベクターによって運ばれている」と述べた。��「共感染」。お
そらくライメイは「共感染」でしょう。

最近、ドイツの研究者カイゼラント•リースは、バルトネラ研究を次のように要約しました。
バルトネラ研究が��20��年続いた今でも、細菌の伝達と病理学に関する知識は依然として限
られています。バルトネラ種は、⼈間および獣医学において重要な病原体として浮上しまし
た。

以下に挙げる基準は、バルトネラとは無関係の原因である可能性があります。たとえば、毎
年多くの研究で重複感染の存在が⽰されており、どの感染がどのような症状を引き起こし
ているのか、検査結果の変化に署名するのかという問題が⽣じています。たとえば、ほとん
どの重複感染が原因である可能性があります。

医師が抗体検査を注⽂できるのに、なぜチェックリストを作成するのでしょうか?
まず、私はバルトネラ菌が⾃分⾃⾝の抗体、そして他のダニやノミによる⼈間の感染症によ
って引き起こされる抗体を時 消々失させることができることを発⾒しました。61頭のバルト
ネラ感染⽝を研究したペレザンド•マギは最近、バルトネラ感染⽝のほとんどが検出可能
なバルトネラ抗体を持っていないと報告しました。

新たなステルス感染の疑いが⾼まる

導⼊

ジェームス��L.��シャラー、医学博⼠、MAR

バルトネッラのチェックリスト

1
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これらの多重感染症研究の限界は、通常、チカーノミ媒介感染症の検査検出率
が、⼈間に感染する可能性のあるすべての種および菌株に対して��95%��を超え
ないことです。

ただし、バルトネラは健康な⼈を無⼒化して殺害する可能性があるため、以下のチ
ェックリストは事実上すべての感染者を検出するように設定されています。これは正
しくも間違っていません。哲学、社会学、前提、医療ファッション、⼼理学は通常、診断
の打ち切りを設定する役割を果たします。すべての科学は前提によって導かれてお
り、それが数学研究でさえ広範囲の変数に基づいて導かれている理由です。医学、⼼
理学、哲学では物理的仮定と社会学は医学のすべてを⽀配しますが、訓練の積み重
ねにより評価されていません。クーンの「科学⾰命の構造」を参照してください。例
外的に次のリンクに要約されています:��http://des.emory.edu/mfp/Kuhn.html

バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ2
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ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

精神科および神経科

£時間とともにさらに悪化

£⽇常的な抗うつ薬では⼗分にコントロールできないうつ病

£うつ病

普通の

£ブレインフォグ

£⼼に侵⼊する過剰な強迫観念

£膝がガクガクする感情的な反応が過去数⼗年よりも悪化し、悪化して
いる

£強迫観念や恐怖、過剰な出来事

£泣く

£⾃殺願望、⽇常的な死の考え

£現在うつ病ではありません16歳

£10歳には存在しなかった現在の不安

£うつ病は、合理的な治療試験ではうまくコントロールできません。

£平均的な服⽤量では不安のコントロールが不⼗分

£時間が経つにつれてイライラが悪化する

気分をコントロールするには、⼤量の抗うつ薬、または⾼⽤量の抗うつ薬が
必要である[気分を改善したり、「うつ状態が軽減」したりすることは、うつ病
治療の成功ではない。]

£喜びの減少

バルトネッラのチェックリスト

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 3
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£親、祖⽗⺟、⼦供、⾃殺未遂のある兄弟

£10年前と⽐べると焦りは⼤きくなっている[⼦供は-

診断基準または症状のコントロールに問題がある
処理

£落ち着きのなさ

£適合しそうにない重度の精神疾患

£臨床検査で医学的病理を⽰す精神疾患

£明らかな原因のない重度の神経疾患

良い

£数⼗年前とは対照的に衝動性が増加した

£利益を超えて継続するには不安薬を⾮常に⾼いレベルまで増量
する必要がある

双極性障害と診断されているが、基準には当てはまらない

範囲
£依存症の増加、回復⼒の低下、通常の回復

£10年間存在しなかったパニック発作

£断続的な混乱

£残業以上にひどい罵りや敵対的な発⾔

過去に存在しない

£親、祖⽗⺟、⼦供、兄弟、⾝体的または極端な喧嘩を始めた⼈

-同じ年齢のほとんどの⼦供によくあることの過剰なイライラ性]。

£新しい⾝体的、感情的、または⾔葉による家庭内での使⽤

£戦闘的⾏動

4 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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⽪膚科または⽪膚科

£⾎管や⽪膚の⾊はほとんどの⼈よりも⼤きい

£発作

出⽣時における

£⾊素沈着過剰、または存在しなかった⽪膚の濃い領域

妊娠や体重減少が原因ではないもの[覚えておいてください、妊娠や
体重減少が多い⼈の多くにはストレッチマークが20本もありませ
ん]

£⽪下の結節

£⾚、ピンク、紫または濃い⻘⾊で満たされた妊娠線

£3週間持続する持続性の発疹

脇の下、脇の下周り背中
£偏った位置のストレッチマーク、例:��腕、上半⾝、下

£⽪膚潰瘍

オフ

£新しい情報を学ぶのが難しい

£短期記憶障害

£⾃然発⽣的な⽪膚の裂け⽬、ミリメートルほどの⼩さな⽳

£スキンタグ除去済みのものを含む⽪膚科医による剃⽑

頭

£原因不明の脱⽑

£レッドパプルソファニーサイズ

£脳病変を参照してください脳スキャンスチャサン��MRI��または��Cofthe

£⾊素沈着低下または⽪膚の明⽩な領域

£どんな⽪膚の痕跡でも成⻑は⼈よりも⼤きい

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 5
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⽬

£膀胱、腸壁などの内部器官を含むあらゆる種類の異常な⾎管

取り除く

£⽕災、降下化学物質などの明らかな原因のない⽪膚浸⾷

£網膜感染症

£原因不明のかゆみと、それを制御するのが難しい

£⽪膚の灼熱感[これには多くの原因があるかもしれない]。

⽪膚に付着した⽪膚の突起

⾎管が⾒える⽪膚が⼤きすぎたり、⾎管の位置が多すぎたりする（例:��太ももの
表⾯やふくらはぎの⽪膚の表⾯が⾮常に厚い⾎管、⾜、上腕、肩などに多くの
細い⾎管が爆発している）

£「⾁芽腫」またはボールソフト問題

£蠕動または⾍に刺される感覚、⾍感覚

⽪膚表⾯の平坦度が増加しました[これはバルトネラ菌、未治療の
ライム病、または感染症と全⾝性炎症の両⽅が原因である可能性が
あります]

£組織形成の増加を⽰す⽪膚所⾒

£⼿術後の回復が⾮常に遅い

£⽪膚所⾒、⾎管の増加を⽰す巨⼤なサイズ

£⼩さな傷や傷はゆっくりと治ります

£⼈間の95%の過剰を発⾒するあらゆる⽪膚

やけど

£網膜梗塞または⽬の奥の死んだ組織

バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ6
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⼀般医療

⼼臓

£原因不明の体内の不快な感染症

£神経網膜炎または網膜および視神経の炎症

£⼼内膜炎または⼼臓の炎症

£⼼臓弁病理学

£不眠症[極度の疲労がある場合、これは当てはまらないかもしれません]

分

£突然および/または重⼤な変化のビジョン

£睡眠薬の効果が現れるまでに��30��分かかるのではなく��90��〜��120��分かかります

£急性かすみ⽬

£無関係の動悸パニック発作

£星⻩斑症

£乳頭腫または視神経の腫れ、⽬の奥に⼊り込み、頭蓋内圧の上昇

£⼼臓の不整脈

£ブドウ膜炎または⽬の中間層または⽬の内側の炎症

£あらゆる量の⼼臓死の問題

⽬の奥

£⼼の拡⼤

気温98.3度未満の病⼈。ライメ病またはバベシアも存在する場合は、
体温が��99.0��度未満

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 7
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£「特発性」と表現される医学的問題（原因不明または不明瞭）

£胃⾷道逆流症(GERD)

湿気乾燥喉の組織]
£45%��を超える湿度が持続する喉の痛み[低]

£関節痛[これはライム病や他の多くの医学的問題が原因である可能性も
あります]

£喉が痛いだけで他に明確な理由はない

£⾻の外表⾯の炎症⾻⾻髄炎

£原因不明の病変または傷

£⾻痛

臓器

£⾜の裏のふくらはぎ組織または⾜の⼀部

⾜⾸の「浮腫」、または押しても凹まない拡張した組織[拡張した組織であ
り、単なる液体ではないため]

£⾎管の増殖または内部の数の増加

£明確な原因のない肝臓の拡⼤

朝

£⼤腸炎イソラン結腸の炎症

£⾜の裏、特に⾜の裏に異常な不快感がある

£下痢

£⻭⾁炎またはフロスの際の出⾎

£筋⾁痛[これはライム病や他の多くの医学的問題が原因である可能
性もあります]

8 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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考えられる検査結果

前述したように、バルトネラ菌は公開されている遺伝⼦データベースに��30��種類以上
の種があり、おそらく世界中のあらゆる感染症よりも多くのベクターを持っています。
したがって、スティック媒介ウイルス、細菌、原⾍などの他の感染症の存在が疑われる
べきです。これらの感染症には、バベシア、STARI��(マスターソン病)、ネオリキア、アナ
プラズマ、ライムが含まれます。病気、マイコプラズマ、Q��熱、ロッキー⼭脈斑点熱��(リ
ケッチア)、ダニ媒介回帰熱、野兎病��(細菌)、エーリキア、原⾍��FL1953�、およびCMV、
HHV-6、コクサッキーB型1、2、3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサンなどのウイルス。

£IL-1ビスベリーロー。

他の感染症の明らかな証拠が⾒つかった

£TNF-α��は正常範囲の��10%��未満です。

£⽣検リンパ節にサルコイドーシスと同様の症状が⾒られる

異常ではあるが組織の問題の原因が不明な組織⽣検

£VEGFは正常範囲を上回っています[ただし、バベシアが存在し、治療を受けてい
る場合、VEGFは正常または異常な低レベルに低下します]。

£IL-6��は⾮常に安いです。

アスワボファの新鮮なひっかき傷の⽪膚病変はバルトネラの陽性反応を
⽰した。

⾻のX線検査で⾻損失がわかる可能性があります。

£��2��つのダニ•ノミ感染症の存在。2��つの陽性のダニ•ノミ媒介ウイルス、細菌、また
は原⾍による感染。

£⽣検ではリンパ節はマイコプラズマ陰性であり、いいえ

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 9
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£エクスポシュアトリス

£DEEトンスキンやパーメトリルを使⽤せずに、低⽊、野草、原⽣林や林など
の屋外環境への屋外暴露��(すべての⾐類に刺されるまでに1回の暴露
だけで済みます。「ほとんどの場合」保護具を使⽤していた場合は、
依然として暴露されたことになります。)

£ダニまたはノミ媒介感染症に罹患している兄弟、⽗親、配偶者または⼦
供が、患者と住居または休暇を共有し、ブラシが近くにある場所

新しい直接テストと間接テスト。

£⿅や⼩型哺乳類の近くで狩猟、⽣活、または休暇を過ごす

£患者の⺟親はバルトネラをベースにした疑いがある

£露出と噛みつきハエ

£アビテフロムアカトルドッグ

£チクソーノミが⾒つかりました連絡してください

£屋外で迷⼦になった⽝や猫との接触[専⾨誌の記事数百件のレビューに
より、この症状は不明の割合で発⽣する]

£Ascratchfromacat

接触

£露出トティックやノミが露出しているペット

£猫と⽝への過剰な偶然の暴露

£ノミ⾍またはノミ露出

環境

10 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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[バルトネッラは膨⼤な数の保菌者によって保菌されていますが、今のところバル
トネッラを保菌している割合は不明です。さらに、⼈間が感染したベクター内
のすべての新種を検出する能⼒は、⼤規模な研究所でも専⾨の研究所でも、⼈間
に感染するバルトネラ菌を間接的に検査するのに⽇常的に利⽤できるわけでは
ない]。

バルトネッラの雑誌記事の⼤部分を読めば、バルトネッラが何百もの⽅法で⾝体に危害を
加えていることは明らかであるようです。しかし、診断という⽬的であれば、誤診を防ぐため
には上記の基準で⼗分であるはずです。さらに多くの基準が存在します。少なくとも��1,000��
件の記事を読まないとバルトネッラの⽴場に関する確実性を主張するのは混乱を招きま
す。

彼はバルトネッラに関する最新の教科書を持っています。彼は、⽶国医師会ジャーナル��
(JAMA)の元編集者の監督の下でバルトネラに関する論⽂を発表しており、バルトネラ��(バ
ベシア病やライム病とともに)��を含む複数のダニやノミによる感染症に関する彼のエントリ
は、尊敬される雑誌に掲載されました。��NIH感染症局⻑によって承認された感染症の教
科書。彼は、有限な伝統的または統合的で進歩的なものに限定されない、彼の極めてユニー
クなフルタイムの調査および研究実践に基づいたダニおよびノミ媒介感染症に関する��7��
冊のテキストを持っています。

£あなたの家や⾞、休暇のスポットやレクリエーションエリアで発⾒されたダニ

彼の出版物は少なくとも��12��の医学分野の問題に取り組んでいます。

£Ticksfoundonyourskin

シャラー博⼠は、30��冊の書籍と��27��件のトップジャーナル記事の著者です。

£Ticksfoundonyourclothing

毎⽉新しいバルトネラを⾒つけて理解することで、どのようにしてこれが可能なのでしょう
か?��公共のデータベースには、遺伝的配列がどのようにユニークであるかがほぼ毎⽉公開
される新種も存在します。この精神では、この規模は単にバルトネラの疑惑を⾼めることを
⽬的としています。これは、いくつかの細菌の成⻑プレート上で増殖し、その中に浮遊するの
におそらく��50��⽇かかる超秘密の感染症です。また、化学物質と戦う重要な免疫系を明らか
に抑制します。間接的検査を使⽤せずに治療法を主張し、専⾨誌に顕著に記載されていま
すが、有効性を証明するにはさらに調査する必要があります。
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薬。シャラー博⼠は、これらの新たな問題について⻑年研究してきました。

このフォームを書⾯による許可なしに印刷または投稿する場合、いかなる
⽅法でも変更することはできません。マイナス評価の投稿は禁⽌です。これ
らの最後の段落を含む⾏が編集または変更されていない限り、診断の考
察を⽀援するために印刷することをお勧めします。シャラー博⼠は、これが
完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診断上の決定は資
格のある医療専⾨家に委ねられています。すべての翻訳が許可されていま
す。
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このチェックリストは、バベシアを診断するための決定的なツールとして使⽤することを⽬的としたも
のではありません。��100%��または��98%��正確な決定的なツールは存在しないというのは専⾨家の意
⾒です。

実際、バベシアの患者が、検査室に関係なく、何度も陰性の検査結果を⽰
し、3⽇間原⾍に対する2、3回の治療を受けるとDNA検査で陽性反応が出た
り、同様の誘発試験の6週間後に新たな抗体検査が陰性から陽性に転じた
りすることは珍しいことではない。

この単細胞寄⽣⾍に感染した⼈の割合は不明ですが、少なくとも何年もの
間は無症状であることに注意してください。

私の⽬標は、陽性であっても基本的な直接検査では陽性を⽰さない⼈々
（偽陰性）の病気を減らすことだけです。

イドノはそのようなアプローチに反対または⽀持しているが、同じ結果が
「マラリア予防」治療でも起こったことについては⾔及する必要はないと
思う。さらに、サルテシン酸塩などのハーブの使⽤が癌予防に効果をもたら
した例もある：バベシア抗体価の陰性から陽性への変換。

以下は、バベシアの診断を⾼める直接的な兆候、症状、および間接的な⽅法
の例です。公的遺伝⼦データベースを調べると、35��を超える種が存在し、そ
の多くに変異体があることが⽰されています。

⼀般的な新興のステルス感染の検
出を改善する

ジェームス��L.��シャラー、医学博⼠、MAR

導⼊
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新しい論⽂やガイドラインを読んだだけでは、この致死的感染症の専⾨家がこ
の病気を治療するなどとは考えられないということを、私はあなたに訴えたいと
思います。ノリの専⾨知識は、バベシア診断の「標準」である、患者の1%の⾮常に
明⽩で⾮常に重篤な患者の診断と治療によって獲得されています。専⾨知識に
は、少なくとも1500の論⽂のレビューが必要であるはずです寄⽣⾍の教科書が
この感染症について通常��1��〜��2��ページしか提供していないという事実は、この
感染症が寄⽣⾍に興味のある⼈たちにも理解されていないことを⽰しています。

要約すると、⼈間に感染する新種、亜種、または変異体が定期的に出現しており、
それらに対する直接的な検査が存在しない場合に、どのようにして特定の医学
的または科学的バベシアの⽴場が存在するのか—

バベシアをテーマにした��4��冊の本を執筆した私は、⻑年にわたるフルタイムの
読書と⾼度な検出への情熱に基づいてこのスケールを作成しました。このチェッ
クリストは、偽陰性を防ぐためのものです。陰性であるように⾒える患者の中に
は、実際には陰性でない場合もあります。私がこれを実⾏したのは、この寄⽣⾍
を��5��年、10��年、30��年、または��50��年間⾏⽅不明にすることは、慎重な治療よりもは
るかに危険であることを⻑年のフルタイムの読書と研究で⽰したからです。推奨
⽤量の��20%��で治療を開始すれば、治療の副作⽤は少なくなります。

バベシアの治療法は決まった公式には当てはまりませんが、完全回復に絶望する
⼈は誰もいません。私は現在、2012��年の出版に向けて、最適なバベシア治療法に
関する、研究に基づいた創造的思考の新しい教科書を書き始めています。よく知
られた治療法について議論し、これらの選択肢を最⼤限に活⽤する予定ですが、
満⾜できない患者や臨床医のための新しい選択肢についても議論を加えます。
現在のオプション。

感度とは関係なく？
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精神科および神経科

ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

⼼臓と循環器系
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明らかに医学的問題が存在することが検査結果の異常によって⽰
された場合、⼦供に与えられる精神科ラベル（基本的な臓
器不全検査のことは話していませんが、炎症および抗炎症化
学物質、ホルモン、栄養素レベル、その他の免疫系化学物質を含む
広範な検査の使⽤）

£重度の精神疾患[これは単⼀の感染症に限定されません。]

£思考が遅い

£⾃分のものではない⾎液を使った輸⾎

£記憶障害[これは、1つの感染症または1つの病気の過程に特有のものでは
ありません。たとえば、室内のカビの⽣物化学物質にさらされると、種
の混合にもよりますが、1��時間以内に記憶⼒が低下する可能性があ
ります。]

£パストルーチンの⽣活要求を維持するのが難しいなどの脳の問
題、モチベーションと組織⼒の問題による遅刻、集中⼒の問題
[これらのいずれかが陽性となる]

£家族、友⼈、その他の⼈が疲れているように⾒える、霧がかかっていると報告する

£突然の⾎圧低下

リンパ節の肥⼤（ライム病、バルトネラ菌、その他の感染症、⾼度な
炎症、腫瘍、その他の疾患も含む）
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主要な臓器

£深刻な胸壁の痛み

⼈間の共通の兆候であると考えられています。実際にはそれは⾮常にまれです。

£脾臓破裂[まれではあるが、すぐに医学的注意を払うため、医学論⽂でよく
取り上げられる]

£透明性のない貧⾎説明

£肥⼤した脾臓（左胸郭の下）。これは虚偽です

60歳になる前に起こった「⼼臓発作」または⼼臓梗塞が、危険因⼦が1つだけで
販売された。��[男性であることは多くの⼈にとって危険因⼦であると考えら
れています。男性は⼥性よりも早く⼼のダメージを経験します。その他の
危険因⼦としては、喫煙または曝露、⾃宅での副流煙など、糖尿病、⾼⾎
圧、リポタンパク質(a)などの粘着性コレステロールの⾼値または中
性脂肪値の⾼さ、⼼臓発作の家族歴、⾝体活動の制限、肥満(⾯積が39
インチ以上、⼥性の場合は34インチ以上のパンツを履いていると定義さ
れる可能性があります)または体格指数過剰な危険性または⽇常的なスト
レス対応の悪さ、コカインやアンフェタミンなどの覚醒剤の乱⽤。ダダホモ
システインの検査レベルが��10��以上、⼤うつ病、ノビタミン��K2��の補給、
フリージヒドロテストステロンが��10��パーセンタイル以下、断⽚化また
は睡眠不⾜��[炎症を増加させる]、⾼C4aRIA、aMMP300を超え、VIPの⾎
液レベルが低い。

£貧⾎であっても⾮感染性の原因が提案されている

明らかな原因

要因)
55歳になる前に「⼼臓発作」が起こる（リスクが3つあるとき）

£肥⼤した肝臓（右胸郭の下にあるもの）

£⻩⾊の⽬、⼿砂（⻩疸）なし
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⼀般医療

£ダークキュリン[これは親密な記事よりも珍しい]

£⾷欲不振

原因不明の臓器

£⾷欲不振または⾷欲不振

£MRI、C体内の死んだ組織を⽰す熱画像研究

活動
£過剰な脂肪の下腹部、それはライフスタイルの過剰であり、

組織は酸素を取り出すことができません）。脳卒中や梗塞は、脳、網膜、腎臓、⼼臓、そ
の他多くの組織に発⽣する可能性があります。

£適度な⾷事と平均的な運動で減量

£ストロークのサイズまたは任意の臓器（ストロークという⾔葉は意味します

£過剰な⾷事と運動を含む体重増加

£肺⽔腫は気嚢内の液体の量が多く、息切れを引き起こす

共通の原因]

£頭痛は3年以上続き、治療にもかかわらず痛みが増す

年齢層
£同じようにほとんどの⼈が経験する過度の疲労

£息切れ[ノクリア喘息、肺炎、COPDその他]

£コントロールが難しい、または重度の頭痛

£原因不明の頭痛

£不可能トーナメント

£⾷欲不振
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£毎⽇8時間半の過剰な睡眠を必要とする疲労

£3��⽇を超えた場合の発熱

年

£悪寒

£与えられた時点での予想を⼤幅に超える重度の⾻損失

£断続的な発熱

£⼀般的に⽬に⾒える⾝体組織の消耗

£筋⾁の消耗

£常温の部屋のほてり

£通常の⽇常⽣活での過度の発汗

£しこりまたは原因不明のその他の種類のソフト問題のコレクション[その他のダニ
やノミ媒介感染症もこれらの増殖を引き起こす可能性があります。]

全⾝性のかゆみの波[この感染症と炎症の兆候はバベシアだけに限定され
ません。]

£ナイトウェア

£夜は眠っているにもかかわらず、昼間は眠い

£⼿⾜や体の他の部分の腫れ

£ランダム刺し傷

この場合はバルトネラとバベシア]

£無気⼒

£スパイクオフィーバーオーバー100.5アフター可能ティックバイト

£疲労と不眠症が続いている[両⽅の可能性を考慮してください]

£過剰な胸部ティッシュイナマナーボーイ
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ラボの結果

£吐き気嘔吐

好酸球カチオン性タンパク質（ECP）レベルは正常の上位��15%��です。

他の考えられる原因を⽰唆する]

£1��つまたは複数の謎の病気の存在、3��⼈の医師による評価後

£⾮常に⾼い好酸球[バベシアではまれですが、その他の所⾒あり]

£低範囲または⾼正常範囲内の好酸球の割合

£��2��つのチッカーノミ感染症。2��つのチッカーノミ媒介ウイルス、細菌、または原⾍が陽
性。スティック媒介ウイルス吸着細菌などの他の感染症の存在により、バベシア感
染症の疑いが⽣じます。

診断が変わる、または⽭盾する、または最終的には「特発性」と呼ばれる

£絶対好酸球は下または⾼範囲[これは決して決定的なものではありませんが、
便利なツールです。]

£ECP��レベルは検出可能なレベルを下回っています。

£1��つ以上の原因不明の医学的問題、

£アセンセ•アンバランス

原⾍を殺す薬の連続検査に反応して、ECPレベルは30％以上増加します。��(この精巣は
約��40��〜��60%��敏感であり、多くの患者は効果的な治療を受けてもこの精巣に変化
はありません)。

⾳

£ECPレベルは通常を上回っています。��(この研究室では他のスキャンが増加している可能性
がありますが、バベシア感染というエラーはこのリストにはありません)。

これはおそらくバベシア患者の��15��〜��20%��で変化します。

£強化された感覚：光、触覚、匂い、味覚に対する敏感さ
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あなたのルーリン[これはルーティンの発⾒ではありません。]

バベシア治療、または継続的に安定的に低下するバベシア

マラリアを殺すためにも使⽤される透明な原⾍殺⾍剤によるバベシア治療
後、IL-6は⾮常に低いレベルから増加したレベルに移⾏します。

£あなたの臨床医は間接検査の使⽤法を理解しており、感じています

£異常または低いVEGFバルトネッラの存在下でのブレソル

バベシアの直接検査では多くのヒト種が⾒逃され、信頼性の変動が排除さ
れ、バルトネラの存在が⼀部の抗体検査を抑制するため、陽性または
「不確定」は陽性である可能性が⾼い。バベシアの結果は「不
確定」または「境界線」に達しましたか?

処理

あなたの研究室のパターンはバベシアの存在を⽰唆しています。これには、より多く
の��ECP��スパイクが関係します。

£ビリルビン異常[おそらく患者の5%で上昇]

バルトネッラの存在下で��£ATNF-α��が��1.0��を超える

£⾎液産物陽性を⽰す溶⾎性鉄⾎症

マラリアを殺すためにも使⽤される透明な原⾍殺⾍剤によるバベシア治療
後、IL-1Bは⾮常に低いレベルから上昇したレベルに移⾏します。

£ACD57��または��CD57/8��レベルが開始直後に下がります

鉄の異常は正常値を超える[⾼レベルまたは低レベル。鉄の病理が増加する
遺伝病の発⾒は、必ずしもこの発⾒を除外するものではありません。
彼らの病理学は、遺伝または後天性の病気にバベシアが関与している
可能性があります[癌様好酸球がバベシアによって刺激された医学誌の
SeemyHES癌治療論⽂]。
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体の反応または変化

£バベシアは⼈体の変化を⽣み出し、引き起こす

£異常に⾼いALTが⽣きている酵素の増加により

£D��ダイマーの上昇

£C��反応性タンパク質の上昇

*注意:��この反応は、⼀⽇以上続く必要はなく、すぐに腸が痛んだり、便が緩んだり
する必要はありません。

￡ヨモギ（ヨモギ）のあらゆる誘導体に反応します。

£明らかな感染源がない好中球の増加

£単球の上昇

£A⾼乳酸デヒドロゲナーゼまたはLDH。この酵素は、特に⼼臓、肝臓、腎臓、⾻格筋、
脳、⾎球、肺に⾒られる組織損傷を測定します。

£労働⽪膚検査で陽性、患者の⾷物過敏症は⼈⼝の上位5%に⼊る

£⾃⼰免疫検査は陽性。⾃⼰免疫結果が��2��つある場合、これはより強い陽性となりま
す。たとえば、患者はANA陽性であり、甲状腺系に対する抗体を持っています。

£⾎⼩板減少症��-��⾎⼩板数が50,000未満

£通常の低レベルを超えるエプスタイン•バーウイルス陽性。感染症、感染症、または
炎症がある可能性があります。バベシアで⾒つかっただけではありません。
[これは疲労を引き起こす⽇常的なものではありません]。

リンパ球減少症��-��感染症と戦う⽩⾎球の⼀種である低リンパ球

肝臓外傷、バベシアなどの毒素感染症[アラ再発⾒]。

化学。検査はバベシア社のみが製造した化学物質を特定するために設計
されています。サンプルはバベシア微⼩細胞分泌抗原��1��(BmSA1)��です。
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環境

£反応性アマラリア薬。例えば、アチボコン（メプロン）、プログアニラロンま
たはチボコン（マラロン）と併⽤、アルテスネート、1〜3⽇⽬のアルテメシ
ニン、新たに⾼⽤量のアルテメシニン1〜2⽇⽬、アルテメータ、アリニ
ア、クリンダマイシン、キニーネオラジスロマイシンを2,000mg/⽇経⼝投
与、IVを5⽇間連続投与する。��（副作⽤と効果的なバベシア治療に
よって引き起こされる反応を区別するには、医師の深い知恵が必要です。た
とえば、合成薬によって引き起こされる不眠症は、感染していない患
者にはラリウムの副作⽤があるため、ラリウムは意味がありません。しかし、
毎⽇⼩さじ1杯のファティボクオン（メロン）から⽣じる疲労、不眠症、また
はひどい頭痛は誰にでもありますバベシアやマラリアなどの既知の原⾍
の疑わしい症状、または遺伝⼦的に新たに確認されたその他の同様の感染
症）。

£不眠症アマラリア服⽤後ハーブ薬を殺す

マラリアを殺すハーブ薬、例、アティヴォクオン、マラロン、プログアニル、アル
テスネート、1〜3⽇⽬のアルテメシニン、アルテメーター、アリニア、クリンダマ
イシノラジスロマイシナート2,000mg/⽇、経⼝オルタニドを5⽇間IV投与。

筋⾁痛または関節痛/痛み、特にプロカニール、アリニア、アティヴォクオン、
クリンダマイシン、または多くの新しい新興の進歩的な天然薬または
合成マラリア薬治療などの原⾍を殺す薬の使⽤後に悪化する

£怒りまたはFA使⽤直後の⼀時的な⼈格退⾏

バベシア、ラリウムを除く

明確な診断を伴わないダニ媒介ウイルス、細菌、または原⾍感染症
の症状

薬

£ペット、農家、または地元の親戚

£原⾍を殺す薬であれば気分が変わる

£アマラリア治療後の不安および/またはうつ病ハーブを殺す
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患者の⺟親はバベシア、STARI（マスターソン病）、ネオエールリキア、ア
ナプラズマ、ライム病、マイコプラズマ、Q熱、ロッキー⼭脈斑点熱（リ
ケッチア）、ダニ媒介回帰熱、野兎病（細菌）、エーリキア、原⾍FL1953の疑いが
ある、または診断されている、またはCMV、HHV-6、コクサッキーBタイプ1、2など
のウイルス、��3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサン。

£あなたはあなたの体を⾒つけたことがありますか？

低⽊、野草、野⽣の⼩川、または森のある地域への屋外露出。もしペットが⽝など
の動物で、ダニ退治の治療が受けられる場合、それらの動物は常に予定どおりに
治療を受けていたでしょうか?

£あなたの服を⾒つけたことがありますか?

あなたとあなたの治療者がこれが感染経路の可能性があると感じた場合、患
者は感染者と体液を共有するという密接な接触を経験しましたか?

￡⾺などあらゆる種類のペットまたは家庭⽤動物が飼っていた

そしてノミ媒介感染症。私は位置がありません。体液中での隔離は感染を広め
るルートを意味するものではありません。

£あなたは何かのタイプの咬傷を経験したことがありますか？

£住んでいる、または訪れた場所で、低⽊、野草、⼩川、ゴルフコース、森などの屋外環境
に10分以上触れる

£性的接触は、ある種のコミュニケーションの形式として議論されている

£休暇中またはその他の旅⾏中に露出をはっきりさせる

£あなたは他の⼈と⼀緒に、彼らが⾐服や⽪膚に付着した場所に⾏ったことがありま
すか?

￡ダニ媒介感染症に罹患している兄弟、⽗親、配偶者、または⼦供で、藪（森林地帯）
の近くに同居または休暇をとっている⼈

£あなたの現在または過去の家の危険を明らかにする
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⼿動⾎液検査についての⼀⾔

感染した⾚⾎球の数が⾮常に多い場合を除き、⾎液塗抹標本がなければバベシア陽性とな
ります。これはとても珍しいことです。したがって、少なくとも��30��分間検査されない限り、⾎
液塗抹標本は陰性とみなされるべきではありません。がんやその他の病気を同定するには、
⼤型の⽩⾎球を��2��〜��3��分検査するだけで⼗分かもしれませんが、私の著書『バベシアの⾎
液学』にあるように、1000��倍以下の��80��個以上のバベシア⾚⾎球を検索するには、少なくと
も��30��分はかかります。残念ながら、バベシア陽性の⼊院患者は、倍率1,000倍の顕微鏡でバ
ベシアを探すという明確な要求を伴う定期的な⾚⾎球塗抹検査を受け、少なくとも98%の確
率でバベシアを⾒逃しています。論⽂では、バベシアの⾎液塗抹標本により患者は⼤量の感
染症に罹患している傾向があり、⾚⾎球の��3%��以上が感染していると明確に視覚化されて
いると報告されている。

£あなたはダニ媒介の報告がある州の隣に住んでいます

£私たちの家の近くにたくさんの⼩さな哺乳類が住んでおり、運動をしている場所、

しかし、微⽣物学者、病理学者、または研究室の所⻑と個⼈的に契約して、スタッフに余分な
時間を費やしてもらうと、明らかに陽性の感染患者の⾎液塗抹標本の陽性結果が増加しま
す。ほとんどの研究室が過労であることは知っていますが、⾎の滑りが明らかなテトラドラの
古典的なパターンの誤りを⽰しつつあるという考えです。信頼できる国家または州の情報源
からのスライドを使⽤して、通常は⾒逃されるバベシアに関する��50��を超えるプレゼンテー
ションを、⾮常に慎重な検査によってのみ発⾒しました。実際、バベシアの画像に関する私の
教科書には、ほとんどの形がこれまで出版されたことがありません。歴史上、200��枚のスライ
ドを注意深く⾒て、それぞれを記録する時間を取った⼈は誰もいません

£あなたは、40��⼈以上のダニ媒介感染が報告されている州に住んでいます。��[現時点で
は、これは通常、ライメ病のみとなります]。

60⼈以上に感染。��[現時点では、これは通常、ライメ病のみとなります]。

休暇の場所や仕事。
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この汚れは、その物質がどのように⾒えるかを定義するのに役⽴つことを理解してください。
たとえば、代替医療学校の⼀部の⼈は、カンジダイが腸内に存在することが悪く、腸壁の⽋
陥によって頻繁に⾎液中に侵⼊すると感じています。カンジダ菌は腸にとって良い存在では
ありませんが、カンジダ菌の⼀部に⾮常によく似た物質を含む⾎液サンプルの中には、セル
ロースや酵⺟菌の他の成分が染⾊されないことを発⾒しました。私の主張は、過去��10��年間
に、優秀な病理学者や微⽣物学者が、⼈類が⾼度に洗練された染⾊技術を開発し、診断が可
能であり、⾮常に費⽤対効果が⾼いという明確な理由を、議論や研究の中で⽰してきたとい
うことです。また、バベシアの同定に新しい技術を追加している医学者もいます��(私のバベシ
ア��2009��アップデートとバベシアの⾎液学のテキストで説明しています)。

したがって、⼈間のバベシアは合併症であるため、この規模は単に患者を死に⾄らしめる可
能性のある感染症であるバベシアに対する認識を⾼めることを⽬的としています。過去��15��
年間の書き込みでは、バベシアと同じ「同時感染」またはスピロヘータ感染症の脚注��[つま
り、ライム]��のいずれかを剃っています。何⼗年も隠れて、その後⼼臓、脳、肺に他の⼿段で⾎
栓を起こして死に⾄る可能性のあるものは、⾮⽇常的な感染症ではありません。

現在、これらの多くの⼗分に確⽴された間接的なラボテストパターンは有効ではありません。

ユニークな形状。これを書くのはかなり驚くべきことであり、多くのダニやダニ感染が明らか
に発⽣しつつあり、まだ克服されていないことを裏付けています。

バベシアサン合併感染症。広範な調査や200時間以上の読解なしにバベシアの⽴場につい
て確実性を主張したり批判したりするのは時期尚早です。再び、バベシアの新種が��4��か⽉以
内に出現しています。実際、⾼性能の顕微鏡で観察するとバベシアに似た新しい原⾍さえも
発⾒されているが、遺伝的に配列されている場合にはバベシアや未熟マラリアではなく、似
ているように⾒えることがある。これは現在��FL1953��と呼ばれており、エリサンド博⼠によっ
て遺伝学的に配列決定されました。バベシアに似ていますが、遺伝学的にはバベシアではあ
りません。

バベシアの治療に関する主張は、最低でも有効期間がかかる専⾨誌の抜粋から⽣まれた間
接的検査を使⽤して⾏われるべきである。
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彼の出版物は少なくとも��12��の医学分野の問題に取り組んでいます。

このフォームを印刷または投稿する場合、いかなる⽅法であっても書⾯による許可
なしに変更することはできません。批判的な評価や否定的な評価の投稿は禁⽌さ
れています。これらの最後の段落を含め、どの⾏も編集または変更されていない限
り、診断の考察を⽀援するために印刷することをお勧めします。シャラー博⼠は、こ
れが完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診断上の決定は資格の
ある医療専⾨家に委ねられています。

彼はバベシアに関する最新の��4��冊の教科書を出版しました。

彼は、⽶国医師会ジャーナル��(JAMA)の元編集者の監修のもと、癌の⼊⾨書として
バベシアについて出版しており、また、[バルトネラ病やライム病とともに]��バベシ
アを含む複数のダニやノミが媒介する感染症に関するエントリも出版しています。
は、NIH��感染症局⻑によって承認された、信頼できる感染症の教科書に掲載されま
した。

これはよく理解できますが、今後��10��年で変化する可能性があることを願っていま
す。

シャラー博⼠は、有限な伝統医学や統合的進歩医学のいずれかに限定されない、
彼の極めてユニークなフルタイムの読書と研究の実践に基づいて、ダニおよびノミ
媒介感染症に関する7冊のテキストを作成しました。医師の医師免許を持っている
彼は、臨床検査を依頼することで多くの真実主張を整理することができた。彼は、間
接的な実験室の証拠なしに、年間数⼗件の真実の主張に何気なく従うことはありま
せん。彼は⻑年にわたり、これらの新たな問題についてフルタイムで本を読んでき
ました。彼は、同僚の医師と患者の両⽅から、TOP��および��BEST��の医師��(医師の上
位��5%��に⼊る)��と評価されています。

シャラー博⼠は、30��冊の書籍と��27��件のトップジャーナル記事の著者です。

著作権��©��2011��JAMES��SCHALLER、MD、3��⽉バージョン��49。
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105バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

ライム病の症状チェックリスト

200��頭以上の動物がライム病を広める最も⼀般的に知られている昆⾍であるイクソデス
ティックを保有しています。多くのベクトルを考慮すると、このチェックリストの背後にあ
る前提は、ライムスが北アメリカ、ヨーロッパ、南アメリカ、ロシア、アフリカ、アジアに属し
ていないということです。

刺されるとすぐに、ダニは鎮痛剤、抗ヒスタミン剤、抗凝固剤を伝達します。動物研究に基
づくと、スピロヘータ関連物質の注射では実験動物は2回⽬の注射でのみ発疹を⽰すた
め、雄⽜に発疹が想定されているよりも少ない可能性もある。このような背景を踏まえ、
私は、若年者や中⾼年が経験を失い、深刻な症状を抱えている⼈たちに訴えたいと思い
ますが、これが��2��年前、5��年前、または��20��年前のより多くの数を⽰す少数の感染性粒⼦
であった可能性はありますか?私は答えを求めているのではなく、可能性を検討してほし
いだけです。

したがって、どのチェックリストも出発点として使⽤することを⽬的としています。

このチェックリストは、他の⼈が改善することを願って提供されています。マダニ•ノミ媒
介感染症の医学は、HIV��と肝炎の医学と治療に特化している、というのが著者の個⼈的
な信念です。

伝
統医学、医師は完全な歴史と物理学を実⾏します。研究所と研究は、鑑別診断を明確にす
るのに役⽴ちます。

次のチェックリストは完全であることや権威があるものではありません。

ライメ病では、実験キット、可能なバンドを減らすためのキットの変更、およびどの実験
室が最適な感度と特異性を備えているかについて多くの議論が存在します。このチェッ
クリストは、その問題や治療に対処することを⽬的としたものではありません。

ライメ病はあまり報告されていないことは周知の事実です。ある研究では、家族医師40⼈
に1⼈の報告のみが⽰されました。

ライメ病に関する情報は常に発⽣し、変化しています。
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このリストは、1��年間にわたるフルタイムの読書、2012��年の科学の啓⽰、および/または⼤量
のチャートのレビューに基づく数千冊の⼤量のレビューに基づいています。現代のライム病
はダニ媒介性疾患やその他の臨床検査に焦点を当てていると思われるため、まず臨床検査
について検討します。検査値が値またはパーセンテージである場合、選択された数値は、⾒
落とされる可能性のある陽性患者を⾒逃さないようにすることを⽬的としています。医師やそ
の他の医療従事者が感染患者の治療を⾏っていないこと、残業によって障害を経験したり死
亡したりする可能性があり、その頻度を判断することは不可能であるという懸念である。

チェックリストの資料の中には、あなたにとって初めてのものがあるかもしれませんが、現在
存在しないものに追加するには別の尺度が必要であることがわかります。
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ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

臨床検査��-��間接的および直接的
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ライム病チェックリスト

患者の��5%��ではテストステロンまたは遊離テストステロンが正常範囲を超えています。

£マイコプラズマ、例：マイコプラズマ肺炎陽性

£AfreeT3レベル2.8未満[1990年の通常の最低範囲]

£DHEAは20%低いです。あるいは、トップレベルを完全に超えていることもあります。

£ビタミンDレベルは最低20%です。サプリメントを摂取する場合は、上位��50%��に⼊
る必要があります。

は2.6だった；多数の⾼齢者患者の流⼊が健康な「正常」範囲をリセットした]。

フリージヒドロテストステロンは20パーセント未満か正常範囲を⼤きく上回っています。

£CD57��または��CD58��は下位��20��パーセンタイル内にあります。

£CMV、HHV-6、コクサッキーB型1などのウイルス陽性、

£エプスタインバーウイルス異常事態。��[このウイルスは、感染または⾼度の炎症が
存在する場合、通常の陽性レベルを超えて陽性になると考えられています。]

£フリーテストステロンは10パーセンタイル以下です。

2、3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサンウイルス

ウエスタンブロット、IgGorIg��の多くの種に特有の⾎中濃度、たとえば��18、21、23、30、
31、34、37、39、83、93。
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CBC��マニュアルの好酸球レベルは��0��〜��1��または��6��〜��7��のいずれかで検査されます。

£陽性またはほぼ陽性（境界線）ELISA、PCR、または陽性組織⽣検;体からの⼝腔ダニがラ
イムまたはその他のダニ感染症に対して陽性である

£IL-Bisin最低の��10��パーセンタイル。

臨床検査では、C4aの増加、コレステロールおよびCペプチドの増加など、⾼い炎症が⽰さ
れています。これらは決してライムだけに特化したものではありません。

£合計好酸球レベルは140以下です。

£IL-6��は最も低い��10��パーセンタイルです。

£患者は通常以外の感染症陽性であるライム、

X��線またはその他の研究では、損傷損傷の中央値が過剰であることが軟⾻⽋損を⽰して
います。

£TNF-α��は��2��未満、または最低��20��パーセンタイルです。

[これは、Borrelia��burgdorferi��sensu��stricto、Borreliaafzelii、Borreliagarinii]。
その他の感染症には、バベシア��(ダンカニ、ミクロチオロその他)、アナプラズマ��
(HGA)、エーリキア��(さまざまな種/

完全⾃動免疫パネルが少なくとも��8��つの異なる検査で実⾏されている場合、2��つが陽性
になります。たとえば、抗グリアジニン陽性と甲状腺ペルオキシダーゼ陽性で
す。

£AWBC��カウントは、オリス、4.5��未満でした。

株）、ネオエールリキア、ロッキーマウンテン、またはその他の紅斑熱、ブルセラ症、Q��
熱、STARI（マスター病）、マラリア、バルトネラ菌��[例、B.henselae、B.quintana、
B.elizabethae、B.melopphagi]。��FL1953、すべてのバルトネラ種、ボレリアミヤ
モト、その他のライム種を含む、⼈間に影響を与えるあらゆる種類の原⾍を検査でき
る検査が商業的に利⽤可能になったら、報告は増加するはずです。
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⾝体検査の結果

£臨床検査昭和MSHレベル30未満[基準範囲]

£抗⽣物質による治療で明らかな反応と効果が⾒られます。

£スキノ腕、⼿や⾜はライスペーパーのような質感。

傷や⼿術後の治癒は遅い。たとえば、猫のひっかき傷の後、ノミやダニの咬傷跡は後にな
ってもまだ⽬に⾒えます。

£透明な⾊素沈着低下と⾊素沈着過剰の領域

緩い「雄⽜の⽬のパターン」またはその他のサイズおよび形状の露出後に
発⽣する他に原因のない発疹、ダニやベクター

£オロヴァルラッシュの周り暗い中⼼ワソリスプレゼンティナ

£梅毒に⾒られるような潰瘍のある⽪膚の領域、ブタタニアの体のあらゆる場所

肌

£12週間で20ポンド以上減量

£モグラサンドレイズドまたはハードプラーク通常の数を超えたもの

⽪膚タグの存在、かなりの⼤きさの⾚い丘疹、トピアと⽐較して過剰な⾎管、⾊の
付いたストレッチマーク、またはピアに⽐べて著しく過剰。

£VIP��は��20��未満です。これは抗炎症化学物質です。

具体的には、重篤な医学的問題である運動機能の顕著な改善または悪化
が、アスピロヘテ殺傷治療、例えば、ドキシサイクリン、テトラサイクリン、ミノ
サイクリン、モキシシリン、アジスロマイシン、クラリスロマイシンノル
セフロキシムなどの任意のペニシリンで観察される。

0〜40は検査を受ける重篤な患者の増加によるもので、40〜85は病気の洪⽔が正
常範囲をリセットする前に使⽤されていたより良い基準範囲である。��MSヒサン抗
炎症ホルモン。
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神経学的検査のサンプル

£120��から��17��を引くように頼まれた場合、(⼤学卒業⽣)、それは時間内に⾏うこ
とはできません。⾼校卒業⽣の場合は、100から7を引き、20秒間で4回7を
引き続けます。

£ACA（慢性末端⽪膚炎）陽性、これは⻑期治療を受けていないライム病
の兆候である。⼀部の報告によると、ACAは、変⾊した⽪膚、多くの場合
⼿や⾜に⾚みがかった⻘の斑点ができ始めています。患者によっては
背中も含まれる場合があります。

£めまいと関係ない位置

患者は��4��つの数字を逆にすることはできません。つまり、18、96、23、79��が与えられた場合、患者はそれを
⾏うことができません。

£患者は短期記憶⼒が弱い。たとえば、23、5、76、43、68��という数字を思い出すよ
うに求められた場合、患者はそれらを思い出すことができません。

£ライムを殺す抗⽣物質によってめまいが悪化

明確な理由がない

⽚⾜を持ち上げる動作に問題があり、たとえば「ミシシッピが��1��つ、ミシシッ
ピが��2��つなど」と数えると、⽚⽅の脚が⽬の前で地⾯から��15��インチ浮
いてしまいます。

£仲間が多すぎるとすぐに⽴ちくらみが起こり、そして

病変は数カ⽉から数年かけてゆっくりと萎縮し、多くの⽪膚は薄
く、乾燥し、⽑がなく、しわがあり、異常に⾊が変わっています。⼿や⾜
などの四肢の⾊は⾚、暗⾚⾊、茶⾊、紺、紫などです。

￡かかとからつま先までの直線歩⾏テストをポケットに軽く指を⼊れて⾏うのが
難しい[患者は転倒を防ぐために⼿を引き抜く必要があるか、ふらつくべき
ではない]。過去にスケート、スキー、ダンス、バレエの経験がある⼊院患
者にとって、これは⾮常に簡単なはずであり、そのような⼈ が々挑戦するこ
とはほとんどありません。ライム病に限らず、症状が軽く、医学的にも疑わし
い場合。

110 ライム病チェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



精神科および神経科

患者の報告された病歴

£陽性振盪[右または左を⾒ると⽬がピクピクする]

£性格がネガティブに、そしてはっきりと変わってしまった

£顔⾯⿇痺(ベル⿇痺)

£重度の医学、精神科⾓神経学、パーキンソン病などの⼀般的でない特徴を
伴う病気、若く⾒える

£イライラ

£25歳未満のときには存在しなかったうつ病や不安

[梅毒を引き起こす病気など、多くの重篤な疾患はスピロヘータに関連し
ている可能性があり、ライメイはよく知られた重篤な脳疾患にも関連
していると主張する⼈もいます。

£中等度または重度の医学的、精神⾓神経学的疾患。

£遺伝的リスクが最⼩限のうつ病

£マニアまたは深遠な怒り

£研究室、研究、病気の経過に明らかに適合しない⾮常に深刻な神経疾患

£軽度から重度の神経障害または精神障害

£重度の不安

£精神病は深刻ですが、特に40歳を過ぎてからは、通常はすでにそれが現
れているはずです

理由。
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£次のいずれか：パラノイア、認知症、統合失調症、双極性障害、パニック発作、⼤う
つ病、拒⾷症、強迫性障害

£記憶⼒が悪く、集中⼒が低下する

£思考や集中⼒が難しい

£聴覚に対する新たな偏⼼硬直性新しい医療やその他の重要な情報

£誠実で合理的で真剣な努⼒にもかかわらず再発を引き起こす依存症

£明確な理由のない混乱

£軽度の重⼤な視⼒の低下、つまり、感染した患者には機能の低下、治療の失敗、性
格の変化が⾒えない

£忍耐⼒と⼈間関係スキルが��20%��以上減少

£配偶者、ルームメイト、兄弟、親友、親などの親密な関係にある話を繰り返したり、伝え
た情報を忘れたりする

£過去と同様に新しい情報を学ぶことができない[受容的な学習]

£仕事や⼦育ての機能が少なくとも��20%��減少

£他⼈との⾔葉や物理的な喧嘩が増加

£⾔いたいことを表現する⾔葉を⾒つけるのが難しい

または7歳でADHが⾒られる。成⼈の発症は病状の兆候です。]

£話すことや読むことが難しい

£⼈の名前や物の名前を思い出すのがますます難しくなっている

£成⼈セットADHD/ADD[⼀次精神医学⽣物学的ADD
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主要な臓器

£正常を超える疲労、または悪化している疲労

£⼗分に管理できない腸のトラブルおよび/または

⽬

£ピロリ菌が原因ではない胃炎または胃過敏症

£結膜炎（⼩指）または時折起こる深部組織の損傷

£複視、⾶蚊症、ドライアイ、その他の視⼒の問題

£バズるまたは鳴る⾳

数えません]
£寝苦しい[5分間バスルーム休憩を取る]

処⽅箋が予想以上に変更されない限り、矯正レンズやコンタク
トの使⽤はカウントされません。

£感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚）に関する問題。

£眠れない

£今⽇または夜に9時間以上の睡眠、または許可されていれば毎⽇9
時間以上の睡眠

£痛みなどの⽿の問題、「圧⼒」が⾼まる

£治療抵抗性間質性膀胱炎

寝る

£明確な理由のない吐き気

クリア診断を持っていないもの

£軽度から重度の不眠症および睡眠障害を含む睡眠障害

£あらゆる種類の膀胱機能不全
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肌

筋⾻格系

切り傷を負った場合、または凝固の問題があると診断された場合は、⾎が固まりま
す。これは、⾎液を除去しないときに採取した⾎液に塊ができる採⾎でも⾒ら
れることがあります。

£しびれ、うずき、灼熱感、またはその領域のショック感覚

£筋⾁痛けいれん

£空気飢餓または息切れ感

£原因不明の脱⽑

£肺機能検査、検査、臨床検査、X線、MRIなどの原因が明らかでない息切れ。

£⼼臓弁逸脱

£明確な原因のない偏⼼したステッチ

£治療にもかかわらず持続する発疹

£⼼ブロック/⼼雑⾳

£時折⼼拍が速くなる（動悸）

£簡単かつ明⽩な原因のない発疹

£すべての検査と研究が正常範囲外で胸痛

£1��つまたは複数の厄介な⽪膚感覚が数か⽉または数年にわたって変化し、
常に同じ場所に留まるわけではありません

肌

£⼼臓障害

ライム病チェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ114

Machine Translated by Google



⼀般医療

£筋⾁のけいれん

腫れ、発⾚、体液の蓄積の症状を伴うまたは伴わない慢性関節炎

より機能的に感じるか、あるいは反対の反応が起こり、気分が悪くなり、気分が
悪くなり、疲労し、興奮します。

£⾸のこり

£抗⽣物質に対するあなたの反応は有意に陽性であり、あなたは

£位置を変える関節の痛み

£薬に対する過剰な反応（あなたは薬に対して「敏感」です）

抗ヒスタミン薬は昔よりも⾯倒です。

￡関節の腫れまたは痛み（炎症）[ほとんどの患者には関節疾患がありませ
ん。]

£3��か所以上の関節⽋陥、55��歳未満、明らかな外傷なし

£もう耐性がないか、アルコールを楽しんでいます

£パン、パスタ、スイーツを⾷べると気分が悪くなる

£2��つの関節の関節⽋陥または��35��歳または若い場合

£20��歳未満の場合、原因が不明な��1��つの関節に関節⽋陥がある

£新しいまたは10年前より⾷物アレルギー

£顎の筋⾁または関節の不眠症(TMJ)の問題

£体重が増えたり減ったりするやり⽅は、⾷事と運動と明らかに⽭盾している

£原因不明の筋⾁消耗
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£慢性的な痛みが妥当と思われる量を超えている

£悪寒

£夜の汗

£明確な原因がなく機能が損なわれ、⾝体の複数の器官に影響を与える重篤な病
気

£昼間の汗

£特定の原因もなく、現れたり消えたり機能が低下したりする病
気

£回転する感覚またはめまい

あらゆる⾃⼰免疫��-��ライム病やその他のダニ感染症は、⻑年にわた
って炎症を増加させ、抗炎症化学物質を減少させます。これ
が⾷物過敏症の増加、⾃⼰免疫⼒の増加、さまざまな化学物質や
薬物に対する過敏症の増加につながると私たちは考えていま
す。

£新しいアレルギーまたは同僚よりも増加したアレルギー

£失神

£乗り物酔いの増加

£治療に反応しない、または悪化する頭痛

£洗剤、フレグランス、⾹⽔に対する過敏症

£減少または増加性欲

£光、⾳、触感、匂い、独特の味に敏感

£異常な⽉経周期

£インフルエンザのような症状

£原因不明の神経痛
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環境

￡あなたは、⽣涯、どこにいても体からダニを取り除くことができます。

⽬に⾒えるカビが⽣えている部屋にいると、カビのような臭いがして気分が悪く
なってしまうと、24時間以内に健康状態の基準には戻りません。

£カビのような場所にいてから��2��分以内に何らかの不快感がある。カビの破⽚を
わずか��30��回吸⼊すると全⾝に影響を与えるため、これは治療を受
けていない慢性感染症の兆候である可能性がある

£あなたは、⽣涯のどの場所でも、⾐服からダニを取り除きました。

£あなたの住居のどの⽅向から��400��メートル以内の近所でも、誰かがダニ媒介
感染症と診断されています[これには休暇先も含まれます]。

£��何らかのダニ媒介ウイルス、細菌、原⾍、または明確な診断や原因のな
い臨床症状で陽性のペットまたは家畜

£Afteratickorbugbite、少なくとも��48��時間は熱がある。

あらゆる種類のダニ媒介感染症を持った⼈があなたのそばに住んでいます。
これは、彼らが単に��1��つの感染症について検査を受けていないことを
前提としています。

£Afteratickorbugbite、あなたはそうでした。

£異常な検査結果、⾝体検査で病気が発⾒される、多くの診断が下される、あ
るいは原因が明らかでない

£⼩型野⽣哺乳類が多く⽣息する地域で遊ぶ
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新しい直接的および間接的検査、臨床徴候および症状に基づいて、バ
ベシア、エーリキア、ロッキーマウンテン斑点熱、アナプラズマ、ライム、バ
ルトネラ、またはその他のダニ媒介性疾患と診断されます。

低⽊、野草、野⽣の⼩川や林（例��-��ゴルフコース、公園、庭園、川岸、沼
地など）

￡��ペット、例えば⾺、⽝や猫は、藪、野草、野原のサワ林などの場所に屋
外で触れたことがあります。

£ダニ媒介感染症を患っている兄弟、⽗親、配偶者、または⼦供

£あなたは過去にグラッシンをプレイしていました。

£屋外環境へのカジュアルまたは仕事関連の暴露

ノミに刺されました。

£患者の⺟親は、死亡または死亡した疑いがある

£あなたは⽝にひっかかれました。
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上記の兆候や症状の⼀部は、ライム病よりも⼀般的である可能性のある他の感染症に当てはまりま
す。残念なことに、イクソデスやその他のダニによって媒介される多様な感染症を⽰す調査と経験
が無視されているため、少数の症状と兆候がこのチェックリストに追加されました。さらに、「検査」
には通常、ボレリアまたはライムなどの単⼀感染に対する��1��つの検査が含まれます。マダニや他の
媒介ウイルスがライム病だけを媒介すると決して考えるべきではありません。

現在提案されているティック削減オプションの多くは、その⽬標を達成できていません。シカの個体
数を減らすことは、かつてはダニの個体数やライメ病の発⽣率を減らすと考えられていましたが、単
に哺乳類や⼈間の近くに⽣息する他の媒介動物のダニの数を増加させるだけかもしれません。

すべてのヒーラーは、⾃分の慣れ親しんだ考え⽅、テスト、治療⽅法を持っています。

Ixodeスティックウェアについて話しているときはそうではないことに注意してください。

クーンハッスは、偏⾒を持ち、客観的になるために奮闘し、そして失敗したことを⽰しました。確かな
ことは医学ではまったく不可能です。さらに、⼈体と細胞集団の感染は⾮常に複雑であるため、マダ
ニ感染症の病理学的影響はほぼ無限にあります。症状の数を設定することはこのリストに当てはま
らないため、私は推奨していません。このチェックリストの⽬的は、簡単に⾔うと、幅広く考えてもらう
ことです。

ベクトルが��200��以上あるため、これを「⿅ダニ」と呼んでいます��(Ostfeld)。

このチェックリストを使⽤してライム病を診断したり、ライム病を除外したりすることはできません。

過去15年間の書き込みでは、バベシアとバルトネラアスミアのどちらかが「同時感染」、またはス
ピロヘータ感染[つまりライム]の脚注を⾒た。どちらの感染も何⼗年も隠れることができ、そしてそ
の後

ライムのチェックリストは医学的に⾮常に重要であり、スチラン合併症であり、感染症の早期診断
と治療を⾏わないと、⽪膚患者の年齢が低下したり死亡率が上昇したりする可能性があるためで
す。

最後の⾔葉
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染⾊された組織サンプルや⾎液からのライムの検出は⾮常に困難です。現在、提
⽰されている⼗分に確⽴された間接検査パターンは使⽤されておらず、すべての
医療専⾨家によって理解されていません。

ライム、バベシア、バルトネラに関する彼の最新の本には、感染症医学の基礎教育
の⼊⾨と考えられる��2,600��件を超える参考⽂献の「研究者限定」リストが含まれ
ています。

このフォームを印刷または投稿する場合、いかなる⽅法であっても書⾯による許
可なしに変更することはできません。導⼊部分や最後の段落を含め、⾏が編集ま
たは変更されていない限り、診断の考察を⽀援するために無料で印刷できます。
シャラー博⼠は、これが完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診
断上の決定は資格のある医療専⾨家に委ねられています。

彼は、⽶国医師会雑誌（JAMA）の元編集⻑の監修のもと、癌の第⼀⼈者であるバ
ベシアと重度の精神疾患であるバルトネラに関する論⽂を発表しました。

これはよく理解できますが、今後��10��年で変化する可能性があることを願っていま
す。ダニ感染は⾝体に全⾝的な影響を及ぼし、ジャーナル記事、数冊の本、または
国内または国際的なガイドラインで報告されている影響に限定されません。

彼はまた、NIH��感染症局⻑が承認した感染症の教科書として、バベシア病、バルト
ネラ病、ライメ病を含む複数の浮腫感染症に関する記事も出版しました。

シャラー博⼠は、バベシアに関する最新の教科書を��4��冊出版し、バルトネラに関
する⾔語で書かれた唯⼀の最新の教科書を出版しました。

シャラー博⼠は、ダニおよびノミ媒介感染症に関する��7��冊の本の著者です。彼は、
医師仲間から��20��⼈に��1��⼈にのみ与えられる栄誉である��BEST��医師に評価され
ています。彼は患者からもトップの医師として評価されており、やはり医師の上
位��5%��にランクされています。

⾎栓、不整脈、またはその他の⼿段によって⼈が⾝体障害になったり、死亡したりする可能性があ
ります。

著作権��©��2011��JAMES��SCHALLER、MD、3��⽉バージョン��25。
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内科ニュース

タウンゼント•ジャーナル

フレミング•レベル•プレス（4か国語）

精神科薬物に関する警告

調合医薬品:��Triad

臨床精神医学ニュース

ホープ•アカデミック•プレス

欧州児童⻘少年精神医学ジャーナル

アメリカ精神医学ジャーナル

児童および⻘少年の精神医学における薬物に関する警告

グリーンウッド��プレス

⽶国児童⻘少年精神医学会ジャーナル

Medscape��(WebMD��学術雑誌)

インターネット家庭医学ジャーナル

海流

AMAニュース

臨床神経科学ジャーナル

スパイアのマスマーケット書籍

家族実践ニュース

アメリカ医師会雑誌

産婦⼈科ニュース

シャラー博⼠の著書は次のとおりです。
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この⼤きな教科書は明瞭で読みやすいです。実際には��3��冊あり
ます。2006��年以来部分的に古い点もありますが、多くの点で新し
い読者とみなされるでしょう。

シャラー博⼠の他の書籍のサンプル
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バベシア専⽤の唯⼀の⾎液学本。
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実⽤的なヨモギバベシアの問題に関する最新の学術および患
者中⼼の本。
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バルトネラの診断は⾮常に複雑です。この現在のテキストは、バルトネラによって
作成された⾎管および⽪膚増強化学物質の確かな研究に基づいて、新しいツー
ルのセットを創造的に使⽤しました。⽂字通り、完全なバルトネラの⾝体検査を
作成します。この本は、基本的な臨床検査を制限するのに役⽴ち、伝統医学と統
合医学の両⽅で促進される定期的な再発または不良治療の使⽤を防ぎます。この
トピックに基づいた他の本はありません1,000��件以上の研究記事があり、5��年間
でこの作品に取って代わるようなものを発表した⼈は誰もいませんでした。
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Dr.��Schallerisa��認定カビ調査員および認定
カビ修復者。これは別の実⽤的で読みやすいカビ毒本です。
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オピオイド依存症と軽度の痛みに対する⾰
新的な治療法に関する唯⼀の最新かつ実践的で⾼

度な臨床本。
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このユニークなテキストは医学を進歩させ、若者の精神医学をショーに
⽰し、無視されている医学的ルーツを持っており、固体の⼦供や思
春期の精神科診療でも知られています。
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この本では、シャラー博⼠は、いかなる診断、検査、治療についても権威のある主張
や証明された主張を⾏っていません。シャラー博⼠は仮説的なアイデアを提供し
ているだけです。シャラー博⼠は、薬、栄養素、ハーブやさまざまな種類の代替医療
について権威のある主張をしていません。

シャレリス博⼠は感染症医学の専⾨家ではありません。ハイスは病理学者でもあ
ります。これらの専⾨分野は両⽅とも、治療と研究が必要な病気が��2,000��以上あ
ります。シャレリス博⼠は感染症の情報にのみ興味があり、読んで出版しているの
はこの��4��つだけです。医学的アイデア、健康思想、健康に関するコメント、製品、お
よび特定の病気、病気、健康上の問題の原因に関する主張はすべて掲載されてい
ます。この本は純粋に推測的であり、仮説であり、いかなる設定においても権威が
あるものではありません。コメントや画像は��FDA、CDC、NIH、IDSA��または��AMA��に
よって評価されていません。⽶国の医療機関、社会、または⽶国医師の⼤多数がこ
の本のコメントを⽀持しているとは決して想定しません。この本のコメントは政府
機関、医療機関、医学会によって承認されていません。この本を診断に使⽤するこ
とを始めて、本書で提供される情報は、教育のみを⽬的としています。医師やその
他の医療専⾨家による代替品としての使⽤を⽬的としたものではありません。本書
は、おリン、製品ラベル、パッケージに含まれる情報の代替または調整を⽬的とし
たものではありません。

認可された医療提供者との明確な相談なしに、いかなるダイエット、運動、サプリ
メントプログラム、またはいかなる種類の栄養素、ハーブ、薬の摂取も開始しない
でください。

この本での予備調査と研究に基づいて、治療を拒否したり、誰かを抱きしめたりす
るべきではありません。

いかなる患者も本書の情報を、あらゆる健康問題の診断や治療、または薬の処⽅
やその他の治療に使⽤すべきではありません。診断を決定したり、あらゆる種類の
治療を開始したりする前に、医療専⾨家に相談してください。シャラー博⼠は、あら
ゆる病気、疾患、治療に精通しているとは主張しません。この本では、単に彼の興味
の��1��つを共有しているだけです。

バベシアまたはバルトネラの診断または治療に関するコメントおよび治療結果
の陽性または陰性の可能性に関する報告は仮説です。

免責事項
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この本のアイデアは、あなたの地元の専⾨家である対症療法、オステオパ
シー、または進歩医学、またはその他の認可を受けた医療従事者に提出す
る必要があります。この本は、80��万⼈の医師、または彼らが担当する��3��億
⼈の患者を管理することを想定した⾮公式または正式なガイドラインブッ
クであることを意図したものではありません。あなたは医療従事者の知恵、
そしてあなた⾃⾝の研究を教えてください。繰り返しになりますが、シャラ
ー博⼠は医学のあらゆる分野の専⾨家であると主張しています。彼は他の
医師よりも知識があると主張しています。

さらに、シャラー博⼠は、本書のいかなる記述も正しいとは主張しません。

この本は、⾼度な現代最先端の医療と感染症の拡張された診断基準のみ
に特化した最初の本であるように⾒えるため、誤りが含まれる可能性が⾮
常に⾼いです。これは、このようなデリケートなトピックを扱った最初の本
ではよくあることです。所⾒を誇張しないようにあらゆる合理的な努⼒が
払われています。さらに、単⼀の検査結果や治療結果には複数の原因があ
り、すべてが原因であるわけではないことを認識することが重要です。した
がって、すべての医療従事者は、可能であれば、治療計画を開始する前に、
本書以外の他の確認事項を探す必要があります。
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ご健康を⼼よりお祈り申し上げます。

完全な診断相談をご希望の場合、またはシャラー博⼠を患者として診察したい
場合は、シャラー博⼠が⽶国全⼟および国外からの患者を治療していることを
知ってください。最初にお会いして、その後電話でフォローアップケアを⾏いま
す。彼は単なるコンサルタントであるため、かかりつけ医、内科医、または⼩児科
医がいることを必要とします。

敬具、

事務⻑

シャラー博⼠に会いに⾶⾏機で⾏きたい場合は、彼のスタッフが最寄りの空港すべてに精
通しており、特別なホテル��ディストリビューションをご⽤意しています。

ロナ��C.��MBA

シャラー博⼠と話したい場合は、239-263-0133��に電話して⼿配できる個別の教
育相談を⾏っています。

カウントします。

電話番号、仕事⽤メールアドレス、ファックス番号をすべて残してください。
これらのコンサルトは通常��15��分単位で、希望に応じて継続できます。必要
なのは、短いインフォームドコンセントフォームに記⼊することだけです。

シャラー博⼠への連絡
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